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さかいで市議会だより
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平成23年（2011年）11月1日発行（第140号）

　9月定例会は,9月9日から28日までの20日間の会期で開催されました。
　今定例会では,初日に市長から,坂出市スポーツ振興審議会条例および坂出市体育指導委員条例の一部
を改正する条例案を初め,一般会計,特別会計及び病院事業会計の補正予算案,平成22年度の一般会計,12
特別会計及び2企業会計の決算認定など計24件が提案され,関係委員会の審査を経て,平成22年度の一般
会計の決算認定を閉会中の継続審査としたほかは,いずれも原案のとおり可決,認定しました。
　また最終日に追加提案されました坂出市職員懲戒審査委員会委員の任命,坂出市教育委員会委員の任
命,坂出市公平委員会委員の選任についての3件の議案に同意するとともに,議会運営委員会より提出さ
れました「漁業用軽油に係る軽油引取税の恒久的な課税免除を求める意見書」を原案のとおり可決し,
閉会しました。
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◆
漁
業
用
軽
油
に
係
る
軽
油
引
取
税
の

恒
久
的
な
課
税
免
税
を
求
め
る
意
見
書

　

平
成
21
年
度
の
軽
油
引
取
税
の
一
般

財
源
化
に
よ
り
、
来
年
３
月
を
も
っ
て

課
税
免
除
制
度
が
廃
止
さ
れ
ま
す
が
、

漁
業
は
コ
ス
ト
に
占
め
る
燃
油
の
割
合

が
極
め
て
大
き
い
こ
と
か
ら
、
漁
業
者

の
経
営
を
維
持
す
る
た
め
、
恒
久
的
な

課
税
免
除
を
求
め
る
意
見
書
を
国
及
び

政
府
に
対
し
送
付
し
ま
し
た
。

議
会
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り
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委
員
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出
田
泰
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松
成
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宏

議員研修会を開催しました。

編
集
後
記

◎
坂
出
市
教
育
委
員
会
委
員

９
月
定
例
会
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略
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子

◎
坂
出
市
公
平
委
員
会
委
員

佐　

野　

孝　

次

◎
坂
出
市
職
員
懲
戒
審
査
委
員
会
委
員

前　

川　

昌　

也

楠　

井　

常　

夫

吉　

田　

清　

志

加　

藤　

悟　

史

樋　

本　

保　

男

が
ら
判
断
し
て
い
る
か
な
ど
を
徹
底
し
て

公
開
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

栗
山
町
議
会
は
、
平
成
18
年
に
全
国
で

初
め
て
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

議
会
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
定
め
た
議
会

基
本
条
例
は
、
住
民
の
意
思
を
政
策
に
的

確
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
「
市
民
参
加
」

や
「
情
報
公
開
」
を
盛
り
込
ん
で
お
り
、

議
会
の
最
高
規
範
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も

の
で
す
。

　

坂
出
市
議
会
に
お
い
て
も
、
市
民
に
開
か

れ
た
議
会
を
め
ざ
し
、
今
年
度
中
の
条
例
制

定
に
向
け
、
現
在
、
議
会
運
営
委
員
会
を
中

心
に
研
究
、
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
に
続
く
国
難

と
も
言
わ
れ
る
東
日
本
大
震
災
か
ら

半
年
以
上
が
過
ぎ
ま
し
た
。二
つ
を
つ

な
ぐ
キ
ー
ワ
ー
ド
は『
再
生
』で
す
。

　

敗
戦
・
占
領
は
、焼
け
野
原
と
な
っ
た

国
土
だ
け
で
な
く
精
神
的
に
も
深
刻
な

傷
痕
を
残
し
ま
し
た
。戦
後
の
発
展
を

担
い
、暗
い
時
代
を
乗
り
切
っ
た
先
人

の
功
績
は
す
ば
ら
し
い
も
の
で
す
。

　

日
本
は
今
、大
震
災
か
ら
の
復
興
が

は
か
ど
ら
な
い
ば
か
り
か
、原
発
事
故

で
は
多
く
の
人
々
が
故
郷
か
ら
遠
く

離
れ
た
ま
ま
で
す
。い
つ
家
に
帰
る
こ

と
が
で
き
る
か
。こ
れ
か
ら
の
生
活
は

ど
う
な
る
の
か
。被
災
者
の
不
安
や
い

ら
だ
ち
は
い
か
ば
か
り
か
・・・

　

だ
が
、時
代
は
変
わ
っ
て
も
、私
達

は
あ
の
敗
戦
か
ら
再
生
し
た
日
本
人

の
血
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。今
、自

分
に
何
が
で
き
る
か
私
達
一
人
一
人

が
力
を
出
し
合
い
必
ず
復
興
で
き
る

と
信
じ
、た
じ
ろ
が
ず
、前
進
し
よ
う
。

　

ガ
ン
バ
ロ
ウ
日
本
！

末
包
保
広

　

8
月
4
日
に
、
元
北
海
道
栗
山
町
議
会

事
務
局
長
の
中
尾
修
氏
（
東
京
財
団
研
究

員
）
を
本
市
に
招
き
、
議
会
基
本
条
例
に

つ
い
て
議
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

地
方
自
治
体
は
、
市
長
と
議
会
の
二
元

代
表
制
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
主
権
者
で

あ
る
市
民
か
ら
直
接
選
挙
で
選
ば
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
議
会
は
、
合
議
制
の
機

関
と
し
て
、
市
民
に
と
っ
て
最
良
の
意
思

決
定
を
行
う
使
命
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

講
演
の
中
で
中
尾
氏
は
、
「
旭
山
動
物

園
の
人
気
が
あ
る
の
は
展
示
方
法
を
徹
底

的
に
変
え
、
動
物
の
生
活
の
す
べ
て
を
見

せ
る
姿
勢
に
あ
る
。
こ
の
点
は
議
会
改
革

と
共
通
し
て
い
る
。
議
会
も
市
民
に
対
し
、

普
段
の
活
動
や
議
員
が
ど
れ
だ
け
悩
み
な

意　

見　

書

視
察
来
庁
記
録

８
月

　

３
日　

静
岡
県
島
田
市

 

（
市
立
病
院
の
経
営
改
善
）

10
月

　

12
日　

徳
島
県
小
松
島
市

 

（
線
引
き
制
度
の
廃
止
）

　

14
日　

群
馬
県
藤
岡
市

 

（
防
災
・
災
害
情
報
の
発
信
）

　

19
日　

山
口
県
下
関
市

 

（
港
湾
特
会
の
経
営
健
全
化
）

　

25
日　

京
都
府
舞
鶴
市

 

（
学
校
給
食
の
運
営
）

　

26
日　

秋
田
県
男
鹿
市

 

（
さ
か
い
で
ブ
ラ
ン
ド
認
定

 

    

制
度
）
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